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 論文審査の結果の要旨
 原子核の磁気モーメントは主として核¢外側の核子の持つスピンと角運動量によって生ずるも
 ので単一粒子模型の興味ある対象となってきた。従来主として測定されたのはM1であったが電
 子散乱によってM3,M5,M7,M9等の多重極磁化分布を測定することができる。榎本収志
 提出の論文は散乱角180。における電子散乱を測定し51V,93Nbの基底状態の多重極磁気形状因子
 を高精度で求めることを目的としている。得られた結果は単一粒子模型,配位混合等の核理論と
 比較することができる。
 180。を散乱角に選んだ理由はこの角度では核電荷からの散乱が最小となり磁気散乱が主要部
 分を占めるからである。180。散乱は標的核の前に電磁石を置き入射と散乱電子の軌道を分離す
 ることにより測定することができる。そのために実験は複雑となり困難が伴うが本論文において
 は細心の注意をして調整し補助電磁石を追加したビーム光学を予備実験によって慎重にチェック
 し信頼できる実験データを得ることができた。その過程については本論文に詳しく述べている。
 特に詳細な実験は51Vについて行われMl,M3,M5,M7に関する形状因子が測定された。
 93NbについてはM7附近の運動量移行における測定が行なわれた。51Vについては特に詳しく考
 察され単一粒子模型と比較した場合M3,M5成分が著しく低いことが発見された。これは芯偏
 極効果によるものであることが配位混合理論によって説明された。配位混合を起す核力として
 Serber型とRosenfeld型が用いられたがRosenfeld型の方が実験とよく一致する。
 本論文は以上述べた如く180。散乱の実験装置を組立て調整し磁気散乱の実験を確立した。これ
 は本人の高度な技術的能力を反映している。この装置を用いて51V93Nbの磁気形状因子を求め核
 構造上重要な知見を得ている。本人は自立して研究を行うに必要な高度の能力と学識を有するこ
 とを示しており,よって榎本収志提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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